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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチメディアブロードキャスト／マルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）データを複数
の無線通信端末装置および無線通信中継装置に送信する送信手段と、
　ＮＡＣＫ信号を前記複数の無線通信端末装置から受信する受信手段と、
　自装置から再送される第１の再送データを送信する送信手段と、
　前記無線通信中継装置から再送される第２の再送データを前記複数の無線通信端末装置
に送信するための再送要求を前記無線通信中継装置に通知する通知手段と、
　を具備する無線通信基地局装置。
【請求項２】
　前記ＮＡＣＫ信号に含まれる、前記複数の無線通信端末装置それぞれと自装置との間の
回線品質を示す回線品質情報に基づいて、前記第１の再送データおよび前記第２の再送デ
ータを決定する再送決定手段を、さらに具備し、
　前記通知手段は、決定された前記第２の再送データの構成情報を含む前記再送要求を前
記無線通信中継装置に通知する、
　請求項１記載の無線通信基地局装置。
【請求項３】
　前記再送決定手段は、前記第１の再送データまたは前記第２の再送データそれぞれの再
送対象となる前記無線通信端末装置からの回線品質情報が所定の閾値未満の場合、前記Ｍ
ＢＭＳデータを符号化して得られる符号化データのうちの情報符号部分を前記第１の再送



(2) JP 5058012 B2 2012.10.24

10

20

30

40

50

データまたは前記第２の再送データにそれぞれ決定し、前記第１の再送データまたは前記
第２の再送データそれぞれの再送対象となる前記無線通信端末装置からの回線品質情報が
所定の閾値以上の場合、前記符号化データのうちの冗長符号部分を前記第１の再送データ
または前記第２の再送データにそれぞれ決定する、
　請求項２記載の無線通信基地局装置。
【請求項４】
　前記再送決定手段は、前記第１の再送データまたは前記第２の再送データそれぞれの再
送対象となる前記無線通信端末装置からの回線品質情報が所定の閾値以上の場合、前記回
線品質情報がより高いほど、データ長がより小さい前記冗長符号部分を、前記第１の再送
データまたは前記第２の再送データにそれぞれ決定する、
　請求項３記載の無線通信基地局装置。
【請求項５】
　前記再送決定手段は、前記第１の再送データまたは前記第２の再送データそれぞれの再
送対象となる前記無線通信端末装置からの回線品質情報が所定の閾値以上の場合、前記回
線品質情報がより高いほど、前記第１の再送データまたは前記第２の再送データそれぞれ
の符号化率をより高くする、
　請求項３記載の無線通信基地局装置。
【請求項６】
　無線通信基地局装置から受信したマルチメディアブロードキャスト／マルチキャストサ
ービス（ＭＢＭＳ）データを無線通信端末装置へ中継する中継手段と、
　前記ＭＢＭＳデータをバッファに格納する格納手段と、
　前記無線通信基地局装置から前記ＭＢＭＳデータの再送要求が通知された場合、前記再
送要求に含まれる再送データの構成情報に基づいて前記ＭＢＭＳデータを符号化する符号
化手段と、
　符号化された前記ＭＢＭＳデータを前記無線通信端末装置へ再送する再送手段と、
　を具備する無線通信中継装置。
【請求項７】
　マルチメディアブロードキャスト／マルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）データを複数
の無線通信端末装置および無線通信中継装置に送信する送信ステップと、
　前記複数の無線通信端末装置それぞれと自装置との間の回線品質を示す回線品質情報を
含むＮＡＣＫ信号を応答信号として前記複数の無線通信端末装置から受信する受信ステッ
プと、
　前記回線品質情報に基づいて、自装置から再送される第１の再送データおよび前記無線
通信中継装置から再送される第２の再送データを決定する再送決定ステップと、
　決定された前記第２の再送データの構成情報を含む再送要求を前記無線通信中継装置に
通知する通知ステップと、
　を具備するパケット再送方法。
【請求項８】
　マルチメディアブロードキャスト／マルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）データを複数
の無線通信端末装置および無線通信中継装置に送信する送信手段と、
　前記複数の無線通信端末装置それぞれと自装置との間の回線品質を示す回線品質情報を
含むＮＡＣＫ信号を応答信号として前記複数の無線通信端末装置から受信する受信手段と
、
　前記回線品質情報に基づいて、自装置から再送される第１の再送データおよび前記無線
通信中継装置から再送される第２の再送データを決定する再送決定手段と、
　決定された前記第２の再送データの構成情報を含む再送要求を前記無線通信中継装置に
通知する通知手段と、
　を具備する無線通信基地局装置と、
　前記無線通信基地局装置から受信したＭＢＭＳデータを前記無線通信端末装置へ中継す
る中継手段と、
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　前記ＭＢＭＳデータをバッファに格納する格納手段と、
　前記無線通信基地局装置から前記ＭＢＭＳデータの再送要求が通知された場合、前記再
送要求に含まれる前記構成情報に基づいて前記ＭＢＭＳデータを符号化する符号化手段と
、
　符号化された前記ＭＢＭＳデータを前記無線通信端末装置へ再送する再送手段と、
　無線通信中継装置と、
　前記ＭＢＭＳデータを受信する受信手段と、
　前記無線通信基地局装置からの参照信号を用いて前記無線通信基地局装置と自装置との
間の回線品質を測定し、測定された回線品質に基づく回線品質情報を生成する無線品質測
定手段と、
　前記ＭＢＭＳデータに誤りが有るか否かを検出する検出手段と、
　前記誤りが検出された場合、前記回線品質情報を含むＮＡＣＫ信号を応答信号として送
信する送信手段と、
　を具備する無線通信端末装置と、
　から構成される移動通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信基地局装置、無線通信中継装置、無線通信端末装置、パケット再送
方法および無線通信システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（International Mobile Telecommunication Advanced）シ
ステムは、ＩＭＴ－２０００システムから進化した第４世代移動通信システムであり、よ
り向上した移動通信サービスの提供を目標とする。
【０００３】
　ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムでは、ＩＭＴ－２０００システムより高い周波数帯
が割り当てられることが予想される。よって、ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムでは、
ＩＭＴ－２０００システムと比較して伝搬損失が高くなるため、１つの無線通信基地局装
置（Evolved NodeB：ｅＮＢ）が提供するセルカバレッジは制限される可能性がある。そ
こで現在、米国のＩＥＥＥ８０２．１６ｊおよび欧州のＷＩＮＮＥＲ　Ｐｒｏｊｅｃｔ等
において、ｅＮＢのセルカバレッジを拡大させてセルエッジでの無線通信端末装置（User
 Equipment：ＵＥ）のパフォーマンスを改善するために、無線通信中継装置の設置が検討
されている。ＩＥＥＥ８０２．１６ｊで検討されている無線通信中継装置は、中継局（Re
lay Station：ＲＳ）と呼ばれる。
【０００４】
　ｅＮＢのセルエッジでは、最も近いｅＮＢからの電波が微弱であり、複数の伝搬路（パ
ス）を得ることが期待できないため、信号対雑音干渉電力比（Signal-to-Interference a
nd Noise power Ratio：ＳＩＮＲ）も低いことが推定される。ＳＩＮＲが低いと４層位相
変調（Quadrature Phase Shift Keying：QPSK）のような伝送速度が低い変調方式を適用
することになる。しかし、このような電波環境にＲＳを適用することで、ｅＮＢのセルエ
ッジに位置するＵＥに対して電界の強い電波を供給することができ、ＳＩＮＲの向上を図
ることができる。ＳＩＮＲが高いと１６値直行振幅位相変調（16 Quadrature Amplitude 
Modulation：１６ＱＡＭ）および６４値直交振幅位相変調（６４ＱＡＭ）等の高次変調方
式を適用することが可能になるとともに、ビット誤り特性が向上する。これにより、誤り
訂正符号化の回数を低減することが可能となり、無線リソースを効率良く使用して通信す
ることが可能となる。
【０００５】
　また、一般に移動通信システムでは、受信側が誤りの有るパケットを受信した場合、送
信側に対して誤りの有るパケットを再送するように要求する自動再送要求（Automatic Re
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peat reQuest：ＡＲＱ）が適用される。このＡＲＱは、通信回線の伝送区間で発生するパ
ケット誤りを、レイヤ２のＭＡＣレイヤで再送処理することによって、低遅延で効率良く
パケット誤りを補償する技術である。ＡＲＱでは、送信側は、送信データに対して、誤り
を検出するための巡回冗長検査（Cyclic Redundancy Check：ＣＲＣ）ビットを付加して
送信する。受信側では受信データに付加されたＣＲＣビットによって誤り検出を行う。そ
して、受信データにパケット誤りが無い場合、受信側は送信側に対してそのパケットのシ
ーケンス番号と確認応答（ACKnowledgments：ＡＣＫ）信号をフィードバックする。一方
、受信データにパケット誤りが有る場合、受信側は誤りが検出されたパケットのシーケン
ス番号と否定応答（Negative ACKnowledgments：ＮＡＣＫ)信号をフィードバックし、送
信側は誤りが検出されたパケットのみを受信側に再送する。これにより、伝送区間で発生
した誤りが補償される。
【０００６】
　また、ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムでは、ＡＲＱに前方誤り訂正（Forward Erro
r Correction：ＦＥＣ）を併用したハイブリッドＡＲＱ（Hybrid ARQ：ＨＡＲＱ）を適用
することが検討されている。ＨＡＲＱにはチェイス合成（Chase Combining）法およびＩ
Ｒ（Incremental Redundancy）法がある。
【０００７】
　チェイス合成法は、再送時に初回送信時と同一のパケットを再送し、初回送信時のパケ
ットと再送時のパケットとを最大比合成することで受信パケットのＳＩＮＲを向上させて
、効率的にパケット誤りの低減を図る技術である。具体的には、送信側は、まず送信デー
タをＦＥＣ符号化して送信し、受信側は、受信データのＦＥＣ復号処理を行う。受信側は
、受信データにパケット誤りを検出した場合、送信側に対してパケットのシーケンス番号
を含むＮＡＣＫ信号をフィードバックするとともに、誤りを検出したパケットを受信側の
バッファ（メモリ）に格納する。そして、送信側はフィードバックされたＮＡＣＫ信号に
含まれるシーケンス番号のパケットを受信側に再送し、受信側は再送されたパケットとバ
ッファに格納しているパケット（誤りの有るパケット）とを最大比合成し、再度ＦＥＣ復
号処理による誤り訂正を行う。
【０００８】
　また、ＩＲ法は、ＦＥＣ符号化した全ての符号化データを初回から送信せず、パンクチ
ャリング処理（符号化データのうち、最低限送信すれば元のビット列がＦＥＣ復号処理で
再生可能なデータ長までビットを間引く処理）を用いて、符号化データを順次送信する。
具体的には、受信側でビット誤りが検出された場合、送信側はパンクチャリング処理によ
り間引かれた符号化データ（送信されていない符号化データ）を順次送信することで誤り
を効率良く補償する技術である。
【０００９】
　ここで、ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムにおける、ＨＡＲＱ動作例を図１に示す。
【００１０】
　まず、ｅＮＢは、ＵＥに対してデータを直接送信する際に、ＵＥおよびＲＳに対して、
ダウンリンク（Downlink：ＤＬ）のデータのリソース割り当て情報を示すスケジューリン
グ情報を送信する（ステップ（以下「ＳＴ」と省略する）１）。ｅＮＢは、スケジューリ
ング情報で示した無線リソースブロックを用いて、ＵＥおよびＲＳに対してデータ（シー
ケンス番号＃１）を送信する（ＳＴ２）。
【００１１】
　ＵＥおよびＲＳは、ｅＮＢから送信されたデータに対してＦＥＣ復号処理を行う（ＳＴ
３－１およびＳＴ３－２）。ＵＥは、受信データにパケット誤りが有るため、ｅＮＢに対
してデータのシーケンス番号＃１を含むＮＡＣＫ信号を送信する（ＳＴ４－１）。また、
ＲＳは受信データに誤りが無いため、ｅＮＢに対してＡＣＫ信号を送信するとともに、バ
ッファ（メモリ）にデータ＃１を格納する（ＳＴ４－２）。
【００１２】
　ｅＮＢは、ＵＥからＮＡＣＫ信号を受信した場合、ＲＳからＡＣＫ信号を受信したか否
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かを確認する。そして、ｅＮＢは、ＲＳからＡＣＫ信号を受信している場合には、ＲＳに
対してシーケンス番号＃１のデータをＵＥに再送するよう要求（再送要求（＃１））する
（ＳＴ５）。
【００１３】
　ＳＴ５でシーケンス番号＃１のデータの再送を指示されたＲＳは、ＳＴ３－２でバッフ
ァに格納したデータ＃１をＵＥに送信する（ＳＴ６）。ＵＥは、ＳＴ２でｅＮＢから受信
したデータ＃１（パケット誤り有り）と、ＳＴ６でＲＳから受信したデータ＃１とをパケ
ット合成（ＳＴ７）した後、合成されたパケットに対して再度ＦＥＣ復号処理を行う。
【００１４】
　これにより、ＵＥは、移動通信システムの複数の装置（ｅＮＢおよびＲＳ）から、同一
データを受信することでダイバーシチ効果を得ることができる。このようにして、ＨＡＲ
Ｑを用いることにより、信頼性のある通信を提供されることが期待できる。ＩＥＥＥ８０
２．１６ｊでは、上述のようなＨＡＲＱ方法をＲＳ－Ａｓｓｉｓｔｅｄ－ＨＡＲＱと呼ぶ
。
【００１５】
　また、ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムでは、マルチメディアブロードキャスト／マ
ルチキャストサービス（Multimedia Broadcast/Multicast Service：ＭＢＭＳ）をサポー
トすることが予想される。ＭＢＭＳは、マルチメディアデータ（以下、ＭＢＭＳデータと
いう）をブロードキャストするだけでなく、該当サービスに加入したＵＥにＭＢＭＳデー
タをマルチキャストするためのより発展したサービスである。例えば、ＭＢＭＳは、ニュ
ースチャネル、音楽チャネル、映画チャネル等を提供する。
【非特許文献１】IEEE P802.16j/D1 “Part 16: Air Interface for Fixed and Mobile B
roadband Wireless Access Systems：Multihop Relay Specification”, 2007-08
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　しかしながら、上述したＨＡＲＱ方法をＭＢＭＳに適用する場合、以下のような問題を
有する。
【００１７】
　ＭＢＭＳでは、１つのパケットをｅＮＢおよびＲＳがブロードキャスト／マルチキャス
ト送信することにより、無線リソースの有効利用が図られる。また、１つのＭＢＭＳデー
タに対して複数のＵＥからＮＡＣＫ信号がフィードバックされることが考えられる。また
、ＵＥは、ダウンリンクの送信データの受信品質に応じて、１つのセル（ｅＮＢまたはＲ
Ｓ）を選択するため、ＭＢＭＳを利用するＵＥの中には、ｅＮＢから直接ＭＢＭＳデータ
を受信するＵＥ、および、ＲＳ経由でＭＢＭＳデータを受信するＵＥが混在することが考
えられる。
【００１８】
　このとき、ｅＮＢからのＭＢＭＳデータの受信品質が高く、かつ、ＲＳのカバレッジエ
リア外に位置するＵＥがＮＡＣＫ信号をフィードバックする場合には、ＲＳがＭＢＭＳデ
ータの再送を行っても、そのＵＥでは再送データを受信することができない。また、ＲＳ
がＭＢＭＳデータの再送を行っても、ＲＳのカバレッジエリアに位置し、パケット誤りが
無いＵＥではパケット合成利得が得られず、無線リソースを無駄に使用してしまう可能性
がある。また、ｅＮＢのカバレッジエリア外に位置し、ＲＳ経由でしかＭＢＭＳデータを
受信できないＵＥが存在する場合には、ＲＳはｅＮＢからの再送要求に依らず、ＭＢＭＳ
データを中継送信する。よって、ｅＮＢおよびＲＳのカバレッジがオーバラップしている
エリアに位置するＵＥは、ｅＮＢのみでなくＲＳからもＭＢＭＳデータを受信できる。ｅ
ＮＢおよびＲＳの異なる装置から同一データを受信できるにもかかわらず、そのＵＥが、
受信データに誤りが有る場合にＮＡＣＫ信号を送信するのでは、無駄なシグナリングとな
ってしまう。
【００１９】
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　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、ｅＮＢおよびＲＳで構成された無線ア
クセスネットワークを介してＭＢＭＳを配信する際に、ｅＮＢから送信されたＭＢＭＳデ
ータに誤りが生じた場合でも、無線リソースを無駄に使用することなくＵＥのＭＢＭＳデ
ータの受信品質を向上させる、無線通信基地局装置、無線通信中継装置、無線通信端末装
置、パケット再送方法および無線通信システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明の無線通信基地局装置は、マルチメディアブロードキャスト／マルチキャストサ
ービス（ＭＢＭＳ）データを複数の無線通信端末装置および無線通信中継装置に送信する
送信手段と、ＮＡＣＫ信号を前記複数の無線通信端末装置から受信する受信手段と、自装
置から再送される第１の再送データを送信する送信手段と、前記無線通信中継装置から再
送される第２の再送データを前記複数の無線通信端末装置に送信するための再送要求を前
記無線通信中継装置に通知する通知手段と、を具備する構成を採る。
【００２１】
　本発明のパケット再送方法は、マルチメディアブロードキャスト／マルチキャストサー
ビス（ＭＢＭＳ）データを複数の無線通信端末装置および無線通信中継装置に送信する送
信ステップと、前記複数の無線通信端末装置それぞれと自装置との間の回線品質を示す回
線品質情報を含むＮＡＣＫ信号を応答信号として前記複数の無線通信端末装置から受信す
る受信ステップと、前記回線品質情報に基づいて、自装置から再送される第１の再送デー
タおよび前記無線通信中継装置から再送される第２の再送データを決定する再送決定ステ
ップと、決定された前記第２の再送データの構成情報を含む再送要求を前記無線通信中継
装置に通知する通知ステップと、を具備するようにした。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、ｅＮＢおよびＲＳで構成された無線アクセスネットワークを介してＭ
ＢＭＳを配信する際に、ｅＮＢから送信されたＭＢＭＳデータに誤りが生じた場合でも、
無線リソースを無駄使いすることなくＵＥのＭＢＭＳデータの受信品質を向上させること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、以下の各
実施の形態では、ＧＰＲＳ（General Packet Radio Service）、ＵＭＴＳ（Universal Mo
bile Telecommunications System）、ＬＴＥ（Long Term Evolution）等の３ＧＰＰ（3rd
 Generation Partnership Project）で規格されている無線アクセス技術に基づいて説明
する。しかし、本発明は、３ＧＰＰで規格されている無線アクセス技術に限らず、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１６ｊ等のマルチホップ中継を採用する無線アクセス技術に適用してもよい。
【００２４】
　（実施の形態１）
　図２は、本実施の形態に係るＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムの構成を示す図である
。図２に示すＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムは、ＵＥ１００、ＲＳ１３０、ｅＮＢ１
６０、コアネットワーク（Core Network：ＣＮ）を具備する。
【００２５】
　ｅＮＢ１６０は、無線リソースの割当および管理を担当するとともに、アップリンク（
Uplink：ＵＬ）を介してＵＥ１００の物理階層から転送される情報を受信し、ダウンリン
クを介してＵＥ１００にデータを転送する。すなわち、ｅＮＢ１６０は、ＵＥ１００に対
して無線アクセスネットワークのアクセスポイントの役割を担当する。
【００２６】
　ＲＳ１３０は、ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムのサービスエリアを拡張するために
設けられ、ｅＮＢ１６０から受信したＭＢＭＳデータをｅＮＢ１６０のカバレッジエリア
外に位置するＵＥ１００へ中継する。ＲＳ１３０のダウンリンクの送信データのスケジュ
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ーリングはｅＮＢ１６０が行い、スケジューリング情報はＲＳ１３０を介してＵＥ１００
に通知される。
【００２７】
　ＵＥ１００は、ダウンリンクの送信データの受信品質に応じて、ｅＮＢ１６０またはＲ
Ｓ１３０を介してＣＮと通信を行う。
【００２８】
　図３は、図２に示したＵＥ１００の構成を示すブロック図である。
【００２９】
　図３において、入力部１０１には、ダウンリンクを介してｅＮＢ１６０およびＲＳ１３
０から送信された、ＭＢＭＳデータの無線リソース割り当て情報を示すスケジューリング
情報、ＭＢＭＳデータ、再送時のＭＢＭＳデータ、物理レイヤ情報に含まれるダウンリン
クの共通パイロットチャネル（Common PIlot CHannel：ＣＰＩＣＨ）、および、下り制御
チャネルに含まれ、ＭＢＭＳのサービスの識別子を示す制御情報が入力される。入力部１
０１は、スケジューリング情報およびＭＢＭＳデータをデータ復号部１０３に出力し、Ｃ
ＰＩＣＨを無線品質測定部１０２に出力し、再送時のＭＢＭＳデータをパケット合成部１
０４に出力し、制御情報を制御情報処理部１０５に出力する。
【００３０】
　無線品質測定部１０２は、入力部１０１から入力されるＣＰＩＣＨを用いて信号対干渉
比（Signal-to-Interference Ratio：ＳＩＲ）を測定し、測定されたＳＩＲに基づいて回
線品質情報であるチャネル品質インデックス（Channel Quality Index：ＣＱＩ）を生成
する。つまり、無線品質測定部１０２は、ｅＮＢ１６０からの参照信号であるＣＰＩＣＨ
を用いてｅＮＢ１６０と自装置との間の回線品質を測定する。生成されたＣＱＩは、デー
タ復号部１０３に通知される。また、無線品質測定部１０２は、ｅＮＢ１６０および自装
置の周辺に存在するＲＳ１３０からのダウンリンクの送信データの平均受信品質を測定し
、測定結果（メジャーメント結果）を定期的またはイベントが発生した時点でｅＮＢ１６
０に報告する（メジャーメントレポート）。
【００３１】
　データ復号部１０３は、入力部１０１から入力されるＭＢＭＳデータに対してＦＥＣ復
号処理を行い、ＭＢＭＳデータにパケット誤りが有るか否かを検出する誤り検出を行う。
ＭＢＭＳデータにパケット誤りが検出されない場合、データ復号部１０３は、ＡＣＫ信号
を応答信号として出力部１０６に出力する。一方、ＭＢＭＳデータにパケット誤りが検出
された場合、データ復号部１０３は、まず、無線品質測定部１０２から入力されるメジャ
ーメント結果に基づいて、自装置と通信可能な周辺ＲＳ１３０を特定する。そして、デー
タ復号部１０３は、入力部１０１から入力されたスケジューリング情報に基づいて、パケ
ット誤りが検出されたＭＢＭＳデータと同一のＭＢＭＳデータが、特定されたＲＳ１３０
から送信されているか否かを判断する。つまり、データ復号部１０３は、スケジューリン
グ情報に、特定されたＲＳ１３０のスケジューリング情報が含まれているか否かを判断す
る。そして、自装置と通信可能なＲＳ１３０からＭＢＭＳデータが送信されていると判断
された場合（特定されたＲＳ１３０のスケジューリング情報がスケジューリング情報に含
まれている場合）には、データ復号部１０３は、応答信号を出力部１０６に出力しない。
一方、自装置と通信可能なＲＳ１３０からＭＢＭＳデータが送信されないと判断された場
合（特定されたＲＳ１３０のスケジューリング情報がスケジューリング情報に含まれてい
ない場合）には、データ復号部１０３は、誤りが検出されたパケットのシーケンス番号お
よび無線品質測定部１０２から入力されたＣＱＩを含むＮＡＣＫ信号を応答信号として出
力部１０６に出力する。
【００３２】
　また、データ復号部１０３は、パケット誤りが検出されたＭＢＭＳデータをパケット合
成部１０４に出力する。また、データ復号部１０３は、ＭＢＭＳデータが再送された場合
、パケット合成部１０４から入力される合成されたＭＢＭＳデータに対して再度誤り検出
を行う。そして、データ復号部１０３は、パケット誤りが検出されない場合には、出力部
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１０６を介してｅＮＢ１６０に対してＡＣＫ信号を送信し、再度誤りが検出された場合に
は、再送回数が所定の繰り返し回数に達するまでＮＡＣＫ信号を送信してＭＢＭＳデータ
の再送をｅＮＢ１６０に対して要求する。
【００３３】
　パケット合成部１０４は、データ復号部１０３から入力されたパケット誤りの有るＭＢ
ＭＳデータと、入力部１０１から入力された再送時のＭＢＭＳデータとをパケット合成し
、合成されたＭＢＭＳデータをデータ復号部１０３に出力する。パケット合成部１０４は
、再送回数が所定の繰り返し回数に達するまでＭＢＭＳデータのパケット合成を繰り返す
。
【００３４】
　制御情報処理部１０５は、入力部１０１から入力される制御情報に自装置が受信したい
ＭＢＭＳサービスの識別子が含まれている場合、そのＭＢＭＳサービスに対するサービス
受信要求を出力部１０６に出力する。
【００３５】
　出力部１０６は、無線品質測定部１０２から入力されるメジャーメント結果、データ復
号部１０３から入力される応答信号（ＡＣＫ信号またはＮＡＣＫ信号）をｅＮＢ１６０に
送信し、制御情報処理部１０５から入力されるサービス受信要求をＲＳ１３０に送信する
。
【００３６】
　図４は、図２に示したＲＳ１３０の構成を示すブロック図である。
【００３７】
　図４において、入力部１３１は、ＵＥ１００から送信されるサービス受信要求をサービ
ス要求処理部１３２へ出力する。また、入力部１３１は、ｅＮＢ１６０から送信されるＭ
ＢＭＳデータをデータ復号部１３４に出力し、スケジューリング情報およびデータ中継要
求をスケジューリング部１３３に出力する。
【００３８】
　サービス要求処理部１３２は、入力部１３１からサービス受信要求が入力されると、ｅ
ＮＢ１６０に対してＭＢＭＳデータの無線リソース割当等のスケジューリングを要求する
ＭＢＭＳスケジューリング要求を出力部１３６に出力する。なお、ＭＢＭＳスケジューリ
ング要求には、ＵＥ１００が受信したいＭＢＭＳサービスの識別子が含まれる。
【００３９】
　スケジューリング部１３３は、入力部１３１から入力されるスケジューリング情報およ
びデータ中継要求に基づいて、ＭＢＭＳデータの送信タイミングおよび送信フォーマット
をデータ復号部１３４に通知する。また、スケジューリング部１３３は、スケジューリン
グ情報を出力部１３６に出力する。
【００４０】
　データ復号部１３４は、入力部１３１から入力されるＭＢＭＳデータに対してＦＥＣ復
号処理を行い、誤り検出を行う。データ復号部１３４は、ＭＢＭＳデータにパケット誤り
が検出されなかった場合、データ復号部１３４が保持するバッファにそのＭＢＭＳデータ
を格納する。また、スケジューリング部１３３からＭＢＭＳデータの送信タイミングおよ
び送信フォーマットが入力された場合、つまり、ｅＮＢ１６０からＭＢＭＳデータの再送
要求が通知された場合、データ復号部１３４は格納したＭＢＭＳデータを出力部１３６に
出力する。
【００４１】
　制御情報部１３５は、予め設定された情報に基づき、送信可能なＭＢＭＳサービスの識
別子が含まれる制御情報を出力部１３６に出力する。
【００４２】
　出力部１３６は、サービス要求処理部１３２から入力されるＭＢＭＳスケジューリング
要求をｅＮＢ１６０に送信する。また、出力部１３６は、スケジューリング部１３３から
入力されるスケジューリング情報、データ復号部１３４から入力されるＭＢＭＳデータお
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よび制御情報部１３５から入力される制御情報をＵＥ１００に送信する。
【００４３】
　図５は、図２に示したｅＮＢ１６０の構成を示すブロック図である。
【００４４】
　図５において、入力部１６１は、ＵＥ１００から送信されたメジャーメント結果および
ＮＡＣＫ信号に含まれるＣＱＩを無線品質判定部１６２に出力する。また、入力部１６１
は、ＲＳ１３０から送信されたＭＢＭＳスケジューリング要求を中継装置特定部１６３に
出力する。また、入力部１６１は、ＣＮから受信したＭＢＭＳデータをスケジューリング
部１６５に出力する。
【００４５】
　無線品質判定部１６２は、入力部１６１から入力されるメジャーメント結果に基づいて
、ＵＥ１００がＵＥ１００の周辺に存在する各ＲＳ１３０から、どれくらいの受信品質で
信号を受信できるかを判定し、最も受信品質の良いＲＳ１３０を選択する。また、無線品
質判定部１６２は、入力部１６１から入力されるＣＱＩに基づいて、ＵＥ１００が自装置
からどれくらいの受信品質で信号を受信しているかを判定する。そして、無線品質判定部
１６２は、判定したＲＳ１３０の識別子、および、ＵＥ１００と自装置との間の判定され
た受信品質を示す受信品質判定情報を再送決定部１６４に出力する。
【００４６】
　中継装置特定部１６３は、入力部１６１から入力されるＭＢＭＳスケジューリング要求
に基づいて、ＭＢＭＳサービスの受信を要求するＵＥ１００に対してどのＲＳ１３０を介
してＭＢＭＳデータを中継するかを特定する。そして、中継装置特定部１６３は、特定し
たＲＳ１３０の識別子をスケジューリング部１６５に出力する。
【００４７】
　再送決定部１６４は、ＵＥ１００からＮＡＣＫ信号を受信した場合に無線品質判定部１
６２から入力される受信品質判定情報に基づいて、自装置がＭＢＭＳデータを再送するか
、ＲＳがＭＢＭＳデータを再送するかを決定する。具体的には、再送決定部１６４は、Ｕ
Ｅ１００と自装置との間の受信品質が高い場合、つまり、受信品質判定情報（ＣＱＩ）が
所定の閾値以上の場合、自装置によるＭＢＭＳデータの再送を決定する。一方、再送決定
部１６４は、ＵＥ１００と自装置との間の受信品質が低い場合、つまり、受信品質判定情
報（ＣＱＩ）が所定の閾値未満の場合、無線品質判定部１６２から入力される識別子が示
すＲＳ１３０によるＭＢＭＳデータの再送を決定する。そして、再送決定部１６４は、再
送を行う装置（自装置またはＲＳ１３０）を示す識別子をスケジューリング部１６５に出
力する。また、ＲＳ１３０による再送を決定した場合、再送決定部１６４は、そのＲＳ１
３０に対してＭＢＭＳデータの中継を要求することを示すデータ中継要求を出力部１６７
に出力する。
【００４８】
　スケジューリング部１６５は、入力部１６１から入力されるＭＢＭＳデータをスケジュ
ーリング部１６５が保持するバッファに格納する。また、スケジューリング部１６５は、
自装置、および、中継装置特定部１６３から入力される識別子が示すＲＳ１３０がどの無
線リソースを使用してＭＢＭＳデータを送信するかについてスケジューリングを行い、ス
ケジューリング結果を示すスケジューリング情報を出力部１６７に出力する。また、スケ
ジューリング部１６５は、自装置に対するスケジューリング結果に基づいてＭＢＭＳデー
タを出力部１６７に出力する。
【００４９】
　また、ＭＢＭＳデータを再送する場合、スケジューリング部１６５は、再送を行う装置
（自装置またはＲＳ１３０）を示す識別子が再送決定部１６４から入力されると、その装
置に対する再送のＭＢＭＳデータに対してスケジューリングを行い、スケジューリング情
報を出力部１６７に出力する。また、スケジューリング部１６５は、スケジューリング結
果に基づいて再送のＭＢＭＳデータを出力部１６７に出力する。
【００５０】
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　制御情報部１６６は、予め設定された情報に基づき、送信可能なＭＢＭＳサービスの識
別子が含まれる制御情報を出力部１６７に出力する。
【００５１】
　出力部１６７は、再送決定部１６４から入力されるデータ中継要求をＲＳ１３０に送信
する。また、出力部１６７は、スケジューリング部１６５から入力されるスケジューリン
グ情報、ＭＢＭＳデータ、および、制御情報部１６６から入力される制御情報を、ＲＳ１
３０およびＵＥ１００に送信する。また、出力部１６７は、ＵＥ１００で自装置とＵＥ１
００との間の回線品質を測定するために用いるＣＰＩＣＨをＵＥ１００に送信する。
【００５２】
　次に、ｅＮＢ１６０から送信されたＭＢＭＳデータの再送方法について図６～８を用い
て説明する。
【００５３】
　ここでは、図２に示すように、ｅＮＢ１６０のセルカバレッジのうち、ＣＱＩが所定の
閾値以上となる範囲をゾーンＡとし、ＣＱＩが所定の閾値未満となる範囲をゾーンＢとす
る。また、ｅＮＢ１６０のセルカバレッジ外であり、ＲＳ１３０のセルカバレッジである
範囲をゾーンＣとする。つまり、ゾーンＡに位置するＵＥ１００は、ｅＮＢ１６０との間
のみ通信が可能であり、ゾーンＢに位置するＵＥ１００は、ｅＮＢ１６０およびＲＳ１３
０のセルカバレッジがオーバラップするため、双方との間で通信することができ、ゾーン
Ｃに位置するＵＥ１００は、ＲＳ１３０を介してｅＮＢ１６０と通信する。
【００５４】
　また、ゾーンＡに位置するＵＥ１００をＵＥ１とし、ゾーンＢに位置するＵＥ１００を
ＵＥ２とし、ゾーンＣに位置するＵＥ１００をＵＥ３とする。
【００５５】
　図６は、ゾーンＢに位置するＵＥ２に対するＭＢＭＳデータの再送方法を示すシーケン
ス図である。図６において、ＳＴ１０１では、ｅＮＢ１６０は、ＵＥ２が受信したいＭＢ
ＭＳサービスに対するスケジューリング情報（ｅＮＢ）を報知する。ＳＴ１０２では、ｅ
ＮＢ１６０は、スケジューリング情報に示される無線リソースを使用してＭＢＭＳデータ
＃１を送信し、ＲＳ１３０、ＵＥ１およびＵＥ２は、スケジューリング情報に示される無
線リソースを使用してＭＢＭＳデータ＃１を受信する。
【００５６】
　ここで、ＲＳ１３０およびＵＥ１では、ＭＢＭＳデータ＃１にパケット誤りが検出され
なかったとする。そこで、ＲＳ１３０は、ＭＢＭＳデータ＃１をバッファに格納し、ＵＥ
１はＡＣＫ信号をｅＮＢ１６０にフィードバックする（図示せず）。
【００５７】
　一方、ＵＥ２では、ＭＢＭＳデータ＃１にパケット誤りが検出されたとする。そこで、
ＳＴ１０３では、ＵＥ２は、ｅＮＢ１６０に対してＭＢＭＳデータ＃１の再送を要求する
ために、ＭＢＭＳデータのシーケンス番号＃１と、ＵＥ２とｅＮＢ１６０との間の回線品
質を示すＣＱＩとを含むＮＡＣＫ信号（ＮＡＣＫ（＃１，ＣＱＩ））をｅＮＢ１６０にフ
ィードバックする。
【００５８】
　ＳＴ１０４ａでは、ｅＮＢ１６０は、再送要求したＵＥ２がゾーンＢに位置することを
ＮＡＣＫ信号に含まれるＣＱＩに基づいて判定する。そして、ｅＮＢ１６０は、ＵＥ２の
ＣＱＩが所定の閾値未満であるため、ＵＥ２から送信されたメジャーメント結果に基づい
て、ＵＥ２にＭＢＭＳデータ＃１を再送するＲＳ１３０を決定する。ＳＴ１０５では、ｅ
ＮＢ１６０は、決定されたＲＳ１３０にＭＢＭＳデータ＃１（再送）の中継を要求する中
継要求（＃１）を送信する。ＳＴ１０６ａでは、ｅＮＢ１６０は、ＲＳ１３０がどの無線
リソースを使用してＭＢＭＳデータ＃１（再送）を中継するかを示すスケジューリング情
報（ＲＳ）をＲＳ１３０およびＵＥ２に報知する。
【００５９】
　ＳＴ１０７では、ＲＳ１３０は、ＳＴ１０２でバッファに格納したＭＢＭＳデータ＃１
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を、ＳＴ１０６ａでｅＮＢ１６０から報知された無線リソースを使用して送信する。
【００６０】
　ＳＴ１０８では、ＵＥ２は、ＳＴ１０２でｅＮＢ１６０から受信したＭＢＭＳデータ＃
１（パケット誤り有り）と、ＳＴ１０７でＲＳ１３０から受信したＭＢＭＳデータ＃１と
をパケット合成する。
【００６１】
　次に、ゾーンＡに位置するＵＥ１およびゾーンＢに位置するＵＥ２に対する再送方法に
ついて図７を用いて説明する。
【００６２】
　ｅＮＢ１６０は、図６と同様、ＳＴ１０１でスケジューリング情報を報知し、ＳＴ１０
２でＭＢＭＳデータ＃２を送信する。ここで、ＵＥ１およびＵＥ２では、ＭＢＭＳデータ
＃２にパケット誤りが検出されたとする。
【００６３】
　そこで、ＳＴ１０３－１では、ＵＥ１は、ｅＮＢ１６０に対してＭＢＭＳデータ＃２の
再送を要求するために、ＭＢＭＳデータのシーケンス番号＃２と、ＵＥ１とｅＮＢ１６０
との間の回線品質を示すＣＱＩとを含むＮＡＣＫ信号（ＮＡＣＫ（＃２，ＣＱＩ））をｅ
ＮＢ１６０にフィードバックする。同様に、ＳＴ１０３－２では、ＵＥ２は、ＭＢＭＳデ
ータのシーケンス番号＃２と、ＵＥ２とｅＮＢ１６０との間の回線品質を示すＣＱＩとを
含むＮＡＣＫ信号（ＮＡＣＫ（＃２，ＣＱＩ））をｅＮＢ１６０にフィードバックする。
【００６４】
　ＳＴ１０４ｂでは、ｅＮＢ１６０は、ゾーンＡに位置するＵＥ１およびゾーンＢに位置
するＵＥ２から再送要求されたことを、それぞれのＮＡＣＫ信号に含まれるＣＱＩから判
定する。ここで、図２に示すように、ゾーンＡに位置するＵＥ１は、ＲＳ１３０のセルカ
バレッジ外である。そのため、ｅＮＢ１６０は、ＲＳ１３０からＭＢＭＳ＃２を再送する
のではＵＥ１が効率良くダイバーシチ受信を行うことができないと判断し、自装置がＭＢ
ＭＳデータ＃２の再送を行うことを決定する。その結果、ＳＴ１０６ｂでは、ｅＮＢ１６
０は、ｅＮＢ１６０がどの無線リソースを使用してＭＢＭＳデータ＃２を再送するかを示
すスケジューリング情報（ｅＮＢ）をＵＥ１およびＵＥ２に報知する。
【００６５】
　ＳＴ２０１では、ｅＮＢ１６０は、ＭＢＭＳデータ＃２（再送）をＵＥ１およびＵＥ２
に送信する。そして、ＵＥ１およびＵＥ２は、ＳＴ１０６ｂで報知されたスケジューリン
グ情報が示す無線リソースを使用してｅＮＢ１６０から再送されるＭＢＭＳデータ＃２を
受信する。ＳＴ１０８－１およびＳＴ１０８－２では、ＵＥ１およびＵＥ２は、ＳＴ１０
２でｅＮＢ１６０から受信したＭＢＭＳデータ＃２（パケット誤り有り）と、ＳＴ２０１
でｅＮＢ１６０から受信したＭＢＭＳデータ＃２とをパケット合成する。
【００６６】
　このようにして、ｅＮＢ１６０は、ＣＱＩが所定の閾値以上であり、かつ、ＲＳ１３０
のカバレッジエリア外に位置するＵＥ１から再送要求された場合（ＮＡＣＫ信号を受信し
た場合）、自装置が再送することを決定する。これにより、ゾーンＡに位置するＵＥ１で
は、ｅＮＢ１６０からの受信品質の高い再送データを用いてパケット合成することができ
るため、ＭＢＭＳデータの受信品質を向上することができる。また、ゾーンＢに位置する
ＵＥ２も、ｅＮＢ１６０からの再送データを用いてパケット合成することができる。これ
により、ＲＳ１３０から再送データを再送する必要がないため、ＲＳ１３０からの再送に
かかる無線リソースを削減することが可能となる。
【００６７】
　次に、ゾーンＣに位置するＵＥ３がゾーンＢに位置するＵＥ２と同一のＭＢＭＳサービ
スを受信する場合のゾーンＢに位置するＵＥ２に対する受信品質を向上させる方法につい
て図８を用いて説明する。
【００６８】
　ＳＴ３０１では、ＵＥ３は、ＲＳ１３０から送信される制御情報に、ＵＥ３が受信した
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いＭＢＭＳサービスが送信可能なＭＢＭＳサービスとして含まれていることを検出し、サ
ービス受信要求をＲＳ１３０に送信する。
【００６９】
　ＳＴ３０２では、ＲＳ１３０は、ＵＥ３からのＭＢＭＳサービスに対するサービス受信
要求を受信すると、そのＭＢＭＳサービスの識別子を含むＭＢＭＳスケジューリング要求
をｅＮＢ１６０に送信する。
【００７０】
　ＳＴ３０３では、ｅＮＢ１６０は、ＲＳ１３０からＭＢＭＳスケジューリング要求を受
信すると、ＵＥ３に対してどのＲＳ１３０を介してＭＢＭＳデータを中継するかを特定す
る。ＳＴ３０４では、ｅＮＢ１６０は、ｅＮＢ１６０、および、ＵＥ３にＭＢＭＳデータ
を中継するＲＳ１３０がどの無線リソースを使用してＭＢＭＳデータ＃３を送信するかを
示すスケジューリング情報（ｅＮＢ，ＲＳ）をＲＳ１３０およびＵＥ１、２に報知する。
また、ＳＴ３０５では、ＲＳ１３０は、ＲＳ１３０がどの無線リソースを使用してＭＢＭ
Ｓデータ＃３を送信するかを示すスケジューリング情報（ＲＳ）をＵＥ３に報知する。
【００７１】
　ＳＴ３０６では、ＵＥ２は、ＳＴ３０４でのスケジューリング情報（ｅＮＢ，ＲＳ）が
示す無線リソースを使用してｅＮＢ１６０から送信されるＭＢＭＳデータ＃３を受信する
。ここで、ＵＥ２は、ＭＢＭＳデータ＃３にパケット誤りが有ることを検出する。しかし
、ＵＥ２は、ＳＴ３０４でＲＳ１３０がＭＢＭＳデータ＃３をＵＥ３に中継することをス
ケジューリング情報（ｅＮＢ，ＲＳ）より検出している。また、ＲＳ１３０のセルカバレ
ッジに位置するＵＥ２は、ＳＴ３０５で、ＲＳ１３０がＭＢＭＳデータ＃３をどのリソー
スを使用して送信するかも検出している。そこで、ＵＥ２は、パケット誤りが有る場合で
もＭＢＭＳデータ＃３の再送をｅＮＢ１６０に対して要求しない。つまり、ＵＥ２は、Ｎ
ＡＣＫ信号（ＮＡＣＫ（＃３，ＣＱＩ））をフィードバックしない。
【００７２】
　ＳＴ３０７では、ＵＥ２およびＵＥ３は、ＳＴ３０５でのスケジューリング情報（ＲＳ
）が示す無線リソースを使用してＲＳ１３０から送信されるＭＢＭＳデータ＃３を受信す
る。ＳＴ１０８では、ＵＥ２は、ＳＴ３０６でｅＮＢ１６０から受信したＭＢＭＳデータ
＃３（パケット誤り有り）と、ＳＴ３０７でＲＳ１３０から受信したＭＢＭＳデータ＃３
とをパケット合成する。すなわち、ＵＥ２では、ｅＮＢ１６０およびＲＳ１３０からの２
つの異なる伝搬路からの同一のＭＢＭＳデータを受信することができるため、ダイバーシ
チ効果を得ることができ、受信品質を向上させることができる。
【００７３】
　このようにして、ＵＥ２では、ｅＮＢ１６０から送信されるＭＢＭＳデータがＲＳ１３
０からも送信されることをｅＮＢ１６０からのスケジューリング情報より検出した場合、
つまり、ゾーンＣに位置するＵＥ３がＵＥ２と同一のＭＢＭＳサービスを受信する場合、
ｅＮＢ１６０に対して再送を要求しない。これにより、ＵＥ２において、ｅＮＢ１６０か
らのＭＢＭＳデータにパケット誤りが有る場合でも、再送要求することなくＭＢＭＳデー
タの受信品質を向上することが可能となる。よって、再送要求にかかる無線リソースを削
減することができる。
【００７４】
　このように、本実施の形態によれば、ｅＮＢから送信されたＭＢＭＳデータに誤りが生
じた場合、ｅＮＢは、再送要求を行ったＵＥのｅＮＢに対する受信品質（ＣＱＩ）に応じ
て再送する装置を決定する。そして、ＲＳを介してＭＢＭＳデータを受信することができ
ないＵＥが存在する場合にはｅＮＢが再送処理を行う。このため、ＵＥは、ＲＳからＭＢ
ＭＳデータを中継送信されることなく、ＨＡＲＱにより受信品質を向上させることができ
る。よって、本実施の形態によれば、ＲＳからの再送処理に用いる無線リソースを削減で
きるため、ｅＮＢおよびＲＳで構成された無線アクセスネットワークを介してＭＢＭＳを
配信する際に、再送にかかる無線リソースを無駄に使用することなくＵＥのＭＢＭＳデー
タ受信品質を向上させることができる。



(13) JP 5058012 B2 2012.10.24

10

20

30

40

50

【００７５】
　また、本実施の形態によれば、ＲＳを介してＭＢＭＳサービスを受信する必要があるＵ
Ｅが存在する場合、そのＲＳのセルカバレッジに位置し、かつ、ｅＮＢのセルカバレッジ
にも位置するＵＥは、ｅＮＢから送信されたＭＢＭＳデータに誤りが生じた場合でも再送
要求しない。これにより、ＵＥでは、再送要求することなく、ｅＮＢからのＭＢＭＳデー
タのみでなくＲＳからのＭＢＭＳデータを受信し、ダイバーシチ効果を得ることができる
。よって、本実施の形態によれば、再送要求に無線リソースを使用することなく受信品質
を向上させることができる。
【００７６】
　なお、本実施の形態に係るｅＮＢは、ＭＢＭＳデータを複数のＵＥおよびＲＳに送信す
る送信手段と、自装置またはＲＳが送信するＭＢＭＳデータの無線リソース割り当て情報
を示すスケジューリング情報を送信するスケジューリング情報送信手段と、複数のＵＥそ
れぞれと自装置との間の回線品質を示す回線品質情報を含むＮＡＣＫ信号を応答信号とし
て複数のＵＥから受信する受信手段と、回線品質情報に基づいて、自装置がＭＢＭＳデー
タを再送するか、ＲＳがＭＢＭＳデータを再送するかを決定する再送決定手段と、ＲＳが
ＭＢＭＳデータを再送することに決定された場合、ＲＳに対してＭＢＭＳデータの中継を
要求することを示す再送要求をＲＳに通知する通知手段と、を具備する構成を採る。
【００７７】
　また、本実施の形態に係るＵＥは、ＭＢＭＳデータをｅＮＢおよびＲＳから受信する受
信手段と、ｅＮＢまたはＲＳが送信するＭＢＭＳデータの無線リソース割り当て情報を示
すスケジューリング情報を受信するスケジューリング情報受信手段と、ｅＮＢからの参照
信号を用いてｅＮＢと自装置との間の回線品質を測定し、測定された回線品質に基づく回
線品質情報を生成する無線品質測定手段と、ＭＢＭＳデータにパケット誤りが有るか否か
を検出する検出手段と、パケット誤りが検出された場合、スケジューリング情報にＲＳの
スケジューリング情報が含まれる場合にはＮＡＣＫ信号を応答信号として送信せず、スケ
ジューリング情報にＲＳのスケジューリング情報が含まれない場合には回線品質情報を含
むＮＡＣＫ信号を応答信号として送信する送信手段と、を具備する構成を採る。
【００７８】
　（実施の形態２）
　実施の形態１では、再送時に、初回送信時と同一のＭＢＭＳデータをただ単に再送して
おり、再送されるＭＢＭＳデータについては考慮されていない。そのため、ｅＮＢから初
回送信されたＭＢＭＳデータの受信品質によってＭＢＭＳデータの再送に余剰の無線リソ
ースを割り当ててしまう可能性がある。
【００７９】
　以下、本実施の形態について具体的に説明する。以下の説明では、ｅＮＢからＲＳに送
信されるデータ中継要求は、再送データのＦＥＣ符号化率を示すＦＥＣ符号化率指示情報
を含む。
【００８０】
　図９は、本実施の形態に係るＲＳ１４０の構成を示すブロック図である。ただし、図９
において、図４と共通する部分には、図４と同一の符号を付し、その詳細な説明は省略す
る。
【００８１】
　図９に示すＲＳ１４０のスケジューリング部１３３の再送部１４１は、入力部１３１か
ら入力されるデータ中継要求に含まれる再送データのＦＥＣ符号化率指示情報から再送デ
ータのＦＥＣ符号化率を抽出し、抽出した再送データのＦＥＣ符号化率をデータ復号部１
３４の符号化部１４２へ通知する。
【００８２】
　データ復号部１３４の符号化部１４２は、再送部１４１から入力される再送データのＦ
ＥＣ符号化率に基づいて、格納しているＭＢＭＳデータのＦＥＣ符号化を行う。そして、
符号化部１４２は、スケジューリング部１３３から入力されるスケジューリング情報に従
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って、ＦＥＣ符号化されたＭＢＭＳデータを出力部１３６に出力する。
【００８３】
　図１０は、本実施の形態に係るｅＮＢ１７０の構成を示すブロック図である。ただし、
図１０において、図５と共通する部分には、図５と同一の符号を付し、その詳細な説明は
省略する。
【００８４】
　図１０に示すｅＮＢ１７０の再送決定部１６４の再送データ決定部１７１は、無線品質
判定部１６２から入力される受信品質判定情報、つまり、各ＵＥから送信されるＮＡＣＫ
信号に含まれるＣＱＩに基づいて、自装置から再送されるＭＢＭＳデータおよびＲＳ１４
０から再送されるＭＢＭＳデータのＦＥＣ符号化率を決定する。ここで、再送決定部１６
４は、自装置との通信が可能であり、かつ、ＲＳ１４０との通信が不可であるＵＥ１００
を受信品質判定情報より検出した場合、そのＵＥ１００のＣＱＩに基づいてＭＢＭＳデー
タの再送データを決定する。また、再送決定部１６４は、ＲＳ１４０との通信が可能であ
るＵＥ１００を受信品質判定情報より検出した場合、そのＵＥ１００のＣＱＩに基づいて
再送データ（ＦＥＣ符号化率）を決定する。そして、再送データ決定部１７１は、自装置
が再送するＭＢＭＳデータまたはＲＳ１４０が再送するＭＢＭＳデータそれぞれの再送対
象となるＵＥ１００からのＣＱＩに基づいて、再送データをそれぞれ決定する。
【００８５】
　ここで、ＭＢＭＳデータがＦＥＣ符号化されると、ＭＢＭＳデータそのものである情報
符号部分（システマチックビット）と冗長符号部分（パリティビット）とから成る符号化
データが得られる。そこで、再送データ決定部１７１は、ＵＥ１００から送信されたＣＱ
Ｉが所定の閾値未満の場合、初回送信時のＭＢＭＳデータ（情報符号部分）の多くの部分
が受信されていない可能性が高いため、ＭＢＭＳデータそのものである情報符号部分をそ
のＵＥ１００に対する再送データに決定する。一方、再送データ決定部１７１は、ＵＥ１
００から送信されたＣＱＩが所定の閾値以上の場合、初回送信時のＭＢＭＳデータ（情報
符号部分）のほとんどの部分が受信されている可能性が高いため、ＭＢＭＳデータの冗長
符号部分をそのＵＥ１００に対する再送データに決定する。つまり、再送データ決定部１
７１は、ＣＱＩが所定の閾値未満の場合、初回送信時と同一のＦＥＣ符号化率を決定し、
ＣＱＩが所定の閾値以上の場合、初回送信時より低いＦＥＣ符号化率を決定する。
【００８６】
　また、再送データ決定部１７１は、ＵＥ１００からのＣＱＩが所定の閾値以上である場
合、そのＣＱＩがより高いほど、データ長がより小さい冗長符号部分を、再送する再送デ
ータに決定する。つまり、再送データ決定部１７１は、ＵＥ１００からのＣＱＩが所定の
閾値以上である場合、そのＣＱＩがより高いほど、再送するＭＢＭＳデータのＦＥＣ符号
化率をより高くする。
【００８７】
　そして、再送データ決定部１７１は、自装置から再送される再送データのＦＥＣ符号化
率をスケジューリング部１６５に出力する。また、再送データ決定部１７１は、ＲＳ１４
０から再送される再送データのＦＥＣ符号化率を示すＦＥＣ符号化率指示情報をＲＳ１４
０に通知するために、ＦＥＣ符号化率指示情報を含むデータ中継要求を出力部１６７に出
力する。
【００８８】
　次に、本実施の形態におけるゾーンＡに位置するＵＥ１およびゾーンＢに位置するＵＥ
２に対するＭＢＭＳデータの再送方法について説明する。
【００８９】
　図１１は、ゾーンＡに位置するＵＥ１のＣＱＩが所定の閾値以上であり、ゾーンＢに位
置するＵＥ２のＣＱＩが所定の閾値未満の場合の再送方法を示すシーケンス図である。た
だし、図１１において、図７と共通する部分には、図７と同一の符号を付し、その詳細な
説明は省略する。
【００９０】
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　図１１に示すＳＴ４０１ａでは、ｅＮＢ１７０は、ゾーンＡに位置するＵＥ１およびゾ
ーンＢに位置するＵＥ２を、ＳＴ１０３－１およびＳＴ１０３－２におけるそれぞれのＮ
ＡＣＫ信号に含まれるＣＱＩから検出する。よって、ｅＮＢ１７０は、ＵＥ１のＣＱＩに
基づいて、自装置が再送するＭＢＭＳデータのＦＥＣ符号化率、つまり、再送データを決
定し、ＵＥ２のＣＱＩに基づいて、ＲＳ１４０が再送するＭＢＭＳデータのＦＥＣ符号化
率、つまり、再送データを決定する。すなわち、ｅＮＢ１７０は、ゾーンＡに位置するＵ
Ｅ１のＣＱＩが所定の閾値以上であるため、ＭＢＭＳデータ＃Ｎにパンクチャリング処理
を施して、冗長符号部分（ＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｐ））を、自装置が再送する再送データ
に決定する。また、ｅＮＢ１７０は、ゾーンＢに位置するＵＥ２のＣＱＩが所定の閾値未
満であるため、ＭＢＭＳデータ＃Ｎそのものである情報符号部分（ＭＢＭＳデータ＃Ｎ（
Ｓ））を、ＲＳ１４０が再送する再送データに決定する。つまり、ｅＮＢ１７０は、自装
置から再送される再送データのＦＥＣ符号化率を初回送信時より低くし、ＲＳ１４０から
再送される再送データのＦＥＣ符号化率を初回送信時と同一にする。
【００９１】
　ＳＴ４０２ａでは、ｅＮＢ１７０は、ＲＳ１４０にＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｓ）の再送中
継を要求する中継要求（＃Ｎ，Ｓ）を送信する。
【００９２】
　ＳＴ４０３ａでは、ｅＮＢ１７０は、ＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｐ）を再送し、ＳＴ４０４
ａでは、ＲＳ１４０は、ＳＴ１０２でバッファに格納したＭＢＭＳデータ＃Ｎ、つまり、
ｅＮＢ１７０から初回送信されたＭＢＭＳデータと同一のＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｓ）を再
送する。
【００９３】
　ＳＴ４０５では、ＵＥ１は、ＳＴ１０２でｅＮＢ１７０から受信したＭＢＭＳデータ＃
Ｎ（Ｓ）と、ＳＴ４０３ａでｅＮＢ１７０から再送されたＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｐ）とを
パケット合成する。すなわち、ＵＥ１は、ＳＴ１０２でのＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｓ）とＳ
Ｔ４０３ａでのＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｐ）とを組み合わせたＩＲ法により、初回送信時よ
りも低いＦＥＣ符号化率で誤り訂正を行い、パケット誤りを補償する。
【００９４】
　一方、ＳＴ４０６では、ＵＥ２は、ＳＴ１０２でｅＮＢ１７０から受信したＭＢＭＳデ
ータ＃Ｎ（Ｓ）と、ＳＴ４０４ａでＲＳ１４０から再送されたＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｓ）
とをパケット合成する。すなわち、ＵＥ２は、ＳＴ１０２でのＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｓ）
とＳＴ４０３ａでのＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｓ）とを組み合わせたチェイス合成法により、
初回送信時と同一のＦＥＣ符号化率で誤り訂正を行い、パケット誤りを補償する。
【００９５】
　これにより、ＣＱＩが所定の閾値未満であるゾーンＢに位置するＵＥ２では、ＭＢＭＳ
データそのものである情報符号部分が再送されるのに対し、ＣＱＩが所定の閾値以上であ
るゾーンＡに位置するＵＥ１では、ＭＢＭＳデータの冗長符号部分が再送される。つまり
、ＣＱＩが所定の閾値以上であるゾーンに位置するＵＥに対しては、より小さいデータ量
の再送データのみが再送されるため、再送に使用する無線リソースを削減することができ
る。
【００９６】
　次に、図１２は、ゾーンＡに位置するＵＥ１のＣＱＩおよびゾーンＢに位置するＵＥ２
のＣＱＩが双方とも所定の閾値未満の場合の再送方法を示すシーケンス図である。ただし
、図１２において、図１１と共通する部分には、図１１と同一の符号を付し、その詳細な
説明は省略する。
【００９７】
　図１２に示すＳＴ４０１ｂでは、ｅＮＢ１７０は、図１１と同様にして、自装置および
ＲＳ１４０それぞれが再送するＭＢＭＳデータのＦＥＣ符号化率を決定する。すなわち、
ｅＮＢ１７０は、ゾーンＡに位置するＵＥ１のＣＱＩが所定の閾値未満であるため、ＭＢ
ＭＳデータ＃Ｎ（Ｓ）を、自装置が再送する再送データに決定する。また、ｅＮＢ１７０
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は、ゾーンＢに位置するＵＥ２のＣＱＩが所定の閾値未満であるため、ＭＢＭＳデータ＃
Ｎ（Ｓ）を、ＲＳ１４０が再送する再送データに決定する。つまり、ｅＮＢ１７０は、自
装置から再送される再送データのＦＥＣ符号化率、および、ＲＳ１４０から再送される再
送データのＦＥＣ符号化率を初回送信時と同一にする。
【００９８】
　ＳＴ４０２ｂでは、ｅＮＢ１７０は、ＲＳ１４０にＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｓ）の中継を
要求する中継要求（＃Ｎ，Ｓ）を送信し、ＳＴ４０３ｂでは、ｅＮＢ１７０は、ＭＢＭＳ
データ＃Ｎ（Ｓ）を再送し、ＳＴ４０４ｂでは、ＲＳ１４０は、ＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｓ
）を再送する。
【００９９】
　ＳＴ４０６－１では、ＵＥ１は、ＳＴ１０２でｅＮＢ１７０から受信したＭＢＭＳデー
タ＃Ｎ（Ｓ）と、ＳＴ４０３ｂでｅＮＢ１７０から再送されたＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｓ）
とをチェイス合成法によりパケット合成する。
【０１００】
　ＳＴ４０６－２では、ＵＥ２は、ＳＴ１０２でｅＮＢ１７０から受信したＭＢＭＳデー
タ＃Ｎ（Ｓ）と、ＳＴ４０３ｂでｅＮＢ１７０から再送されたＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｓ）
と、ＳＴ４０４ｂでＲＳ１４０から再送されたＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｓ）とをチェイス合
成法によりパケット合成する。
【０１０１】
　これにより、ゾーンＡに位置するＵＥ１およびゾーンＢに位置するＵＥ２の双方のＣＱ
Ｉが所定の閾値未満の場合、ＭＢＭＳデータそのものである情報符号部分が双方に再送さ
れる。よって、ＵＥ２では、ＲＳ１４０からの再送データのみでなく、ｅＮＢ１７０から
の再送データもパケット誤り補償に用いることができるため、受信品質をより向上するこ
とができる。
【０１０２】
　図１３は、ゾーンＡに位置するＵＥ１のＣＱＩおよびゾーンＢに位置するＵＥ２のＣＱ
Ｉが双方ともに所定の閾値以上の場合の再送方法を示すシーケンス図である。また、ゾー
ンＡに位置するＵＥ１のＣＱＩがゾーンＢに位置するＵＥ２のＣＱＩよりも高い場合につ
いて説明する。ただし、図１３において、図１１と共通する部分には、図１１と同一の符
号を付し、その詳細な説明は省略する。
【０１０３】
　図１３に示すＳＴ４０１ｃでは、ｅＮＢ１７０は、図１１と同様にして、自装置および
ＲＳ１４０それぞれが再送するＭＢＭＳデータのＦＥＣ符号化率、つまり、再送データを
決定する。すなわち、ｅＮＢ１７０は、ゾーンＡに位置するＵＥ１のＣＱＩおよびゾーン
Ｂに位置するＵＥ２のＣＱＩが所定の閾値以上であるため、ＭＢＭＳデータ＃Ｎの冗長符
号部分を、自装置およびＲＳ１４０がそれぞれ再送する再送データに決定する。
【０１０４】
　ここで、ゾーンＡに位置するＵＥ１のＣＱＩとゾーンＢに位置するＵＥ２のＣＱＩとで
は差があり、それぞれのＣＱＩに対応するＵＥでは誤り訂正に要するＦＥＣ符号化率（冗
長符号部分のデータ量）が異なる。具体的には、ゾーンＡに位置するＵＥ１のＣＱＩはゾ
ーンＢに位置するＵＥ２のＣＱＩより高いため、ゾーンＡに位置するＵＥ１はゾーンＢに
位置するＵＥ２よりも高いＦＥＣ符号化率（少ないデータ量）による誤り訂正で足りる。
そこで、ｅＢ１７０は、自装置から再送される再送データのＦＥＣ符号化率を、ＲＳ１４
０から再送される再送データのＦＥＣ符号化率よりも高くする。つまり、ｅＮＢ１７０は
、自装置から再送される再送データであるＭＢＭＳデータ＃Ｎの冗長符号部分（ＭＢＭＳ
データ＃Ｎ（Ｐ１））のデータ長を、ＲＳ１４０から再送される再送データであるＭＢＭ
Ｓデータ＃Ｎの冗長符号部分（ＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｐ２））のデータ長よりも小さくす
る。
【０１０５】
　ＳＴ４０２ｃでは、ｅＮＢ１７０は、ＲＳ１４０にＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｐ２）の中継
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を要求する中継要求（＃Ｎ，Ｐ２）を送信し、ＳＴ４０３ｃでは、ＭＢＭＳデータ＃Ｎ（
Ｐ１）を再送する。ＳＴ４０４ｃでは、ＲＳ１４０は、ＳＴ１０２でｅＮＢ１７０から受
信したＭＢＭＳ（Ｓ）と、ＳＴ４０３ｃでｅＮＢ１７０から送信された中継要求に含まれ
るＦＥＣ符号化率とを用いて生成したＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｐ２）を再送する。
【０１０６】
　ＳＴ４０５－１では、ＵＥ１は、ＳＴ１０２でｅＮＢ１７０から受信したＭＢＭＳデー
タ＃Ｎ（Ｓ）と、ＳＴ４０３ｃでｅＮＢ１７０から再送されたＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｐ１
）とをＩＲ法によりパケット合成する。
【０１０７】
　ＳＴ４０５－２では、ＵＥ２は、ＳＴ１０２でｅＮＢ１７０から受信したＭＢＭＳデー
タ＃Ｎ（Ｓ）と、ＳＴ４０３ｃでｅＮＢ１７０から再送されたＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｐ１
）と、ＳＴ４０４ｃでＲＳ１４０から再送されたＭＢＭＳデータ＃Ｎ（Ｐ２）とをＩＲ法
によりパケット合成する。
【０１０８】
　このように、各ゾーンに位置するＵＥにそれぞれ対応して、パケット誤りの補償に要す
る最小限の再送データのみが再送されるため、再送に用いる無線リソースを最小限に抑え
ることができる。また、図１２と同様にして、ＵＥ２では、ＲＳ１４０からの再送データ
のみでなく、ｅＮＢ１７０からの再送データもパケット誤り補償に用いることができるた
め、受信品質をより向上することができる。
【０１０９】
　このようにして、本実施の形態では、ｅＮＢは、複数のＵＥの受信品質（ＣＱＩ）に応
じて、ＭＢＭＳデータを再送する装置（ｅＮＢまたはＲＳ）における再送データのＦＥＣ
符号化率を決定する。これにより、各ＵＥでは、誤り訂正に要するデータ長の再送データ
を受信するため、再送に無駄な無線リソースを割り当てることなく、受信品質を向上させ
ることができる。
【０１１０】
　以上、本発明の各実施の形態について説明した。
【０１１１】
　上記各実施の形態では、本発明をハードウェアで構成する場合を例にとって説明したが
、本発明はソフトウェアで実現することも可能である。
【０１１２】
　また、上記各実施の形態の説明に用いた各機能ブロックは、典型的には集積回路である
ＬＳＩとして実現される。これらは個別に１チップ化されてもよいし、一部または全てを
含むように１チップ化されてもよい。ここでは、ＬＳＩとしたが、集積度の違いにより、
ＩＣ、システムＬＳＩ、スーパーＬＳＩ、ウルトラＬＳＩと呼称されることもある。
【０１１３】
　また、集積回路化の手法はＬＳＩに限るものではなく、専用回路または汎用プロセッサ
で実現してもよい。ＬＳＩ製造後に、プログラムすることが可能なＦＰＧＡ（Field Prog
rammable Gate Array）や、ＬＳＩ内部の回路セルの接続や設定を再構成可能なリコンフ
ィギュラブル・プロセッサを利用してもよい。
【０１１４】
　さらには、半導体技術の進歩または派生する別技術によりＬＳＩに置き換わる集積回路
化の技術が登場すれば、当然、その技術を用いて機能ブロックの集積化を行ってもよい。
バイオ技術の適用等が可能性としてありえる。
【産業上の利用可能性】
【０１１５】
　本発明は、移動体通信システム等に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１１６】
【図１】従来における再送処理を示すシーケンス図
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【図２】本発明の実施の形態１に係るＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムの構成を示す図
【図３】本発明の実施の形態１に係るＵＥの構成を示すブロック図
【図４】本発明の実施の形態１に係るＲＳの構成を示すブロック図
【図５】本発明の実施の形態１に係るｅＮＢの構成を示すブロック図
【図６】本発明の実施の形態１に係る再送処理を示すシーケンス図（再送例１）
【図７】本発明の実施の形態１に係る再送処理を示すシーケンス図（再送例２）
【図８】本発明の実施の形態１に係る再送処理を示すシーケンス図（再送例３）
【図９】本発明の実施の形態２に係るＲＳの構成を示すブロック図
【図１０】本発明の実施の形態２に係るｅＮＢの構成を示すブロック図
【図１１】本発明の実施の形態２に係る再送処理を示すシーケンス図（再送例１）
【図１２】本発明の実施の形態２に係る再送処理を示すシーケンス図（再送例２）
【図１３】本発明の実施の形態２に係る再送処理を示すシーケンス図（再送例３）
【符号の説明】
【０１１７】
　１００　ＵＥ
　１３０，１４０　ＲＳ
　１６０，１７０　ｅＮＢ
　１０１、１３１、１６１　入力部
　１０２　無線品質測定部
　１０３，１３４　データ復号部
　１０４　パケット合成部
　１０５　制御情報処理部
　１０６，１３６，１６７　出力部
　１３２　サービス要求処理部
　１３３，１６５　スケジューリング部
　１３５，１６６　制御情報部
　１６２　無線品質判定部
　１６３　中継装置特定部
　１６４　再送決定部
　１４１　再送部
　１４２　符号化部
　１７１　再送データ決定部
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